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第62回臨時会報告� 令和６年２月９日
　臨時会が開催され、上程された議案は、原案のとおり承認・可決されました。
町長の専決処分事項報告（令和５年度伊方町一般会計補正予算（第７号））
　補正額　１０，８８２，０００円　　補正後の額　１１，９９０，７７０，０００円
伊方町手数料条例の一部を改正する条例制定
　戸籍法及び地方公共団体の手数料の標準に関する政令の一部改正に伴う一部改正。
伊方町体育施設条例の一部を改正する条例制定
　瀬戸球場を廃止する一部改正。
茅トンネル他照明設備更新工事請負契約の変更締結
　契約の相手方　伊方電気工事株式会社
　変更前　１０６，７００，０００円　→　変更後　１１２，１１６，０００円
　変更理由　事業量変更による増額
町道宇和海線道路改良工事（６工区）請負契約の変更締結
　契約の相手方　藤川建設有限会社
　変更前　７８，４３０，０００円　→　変更後　７４，９１７，０００円
　変更理由　事業量変更による減額
四ツ浜（川之浜）漁港防波堤改良工事請負契約の変更締結
　契約の相手方　藤川建設有限会社
　変更前　７５，６８０，０００円　→　変更後　８０，０００，０００円
　変更理由　事業量変更による増減

３月定例会の動き� 令和６年３月５日～12日
　第76回定例会が開催され、条例10件、発議１件、補正予算９件、当初予算８件、人事１件、その他５件は、
いずれも原案のとおり可決・同意されました。

【主な決定事項】
条例
伊方町災害対策基金条例の一部を改正する条例制定
　基金の使途を甚大な災害が起こった後の支援及び復旧復興経費に限定するものから、災害に備える経費への
充当を可能にするための一部改正。
伊方町文化交流施設設置条例の一部を改正する条例制定
　佐田岬半島ミュージアム運営協議会を博物館法に定める博物館協議会に準拠した組織とするための規定等を
見直すための一部改正。
伊方町漁港管理条例の一部を改正する条例制定
　根拠となる法律の名称変更及び新たに創設された事業に関する占用料の徴収規定の追加に伴う一部改正。
伊方町介護保険条例の一部を改正する条例制定
　第９期介護保険事業計画・高齢者保健福祉計画の策定による介護保険料の改定に伴う一部改正。
伊方町指定居宅介護支援事業者の指定に関し必要な事項並びに指定居宅介護支援等の事業の人員及び
運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定
　指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準の改正に伴い、必要な事項を定めるための一部改正。
伊方町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための
効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例制定
　指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援
の方法に関する基準の改正に伴い、必要な事項を定めるための一部改正。
伊方町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例の一部を改
正する条例制定
　指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準の改正に伴い、必要な事項を定めるため
の一部改正。
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伊方町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防
サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部を改正する
条例制定
　指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係
る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準の改正に伴い、必要な事項を定めるための一部改正。
地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例制定
　地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴い、関係条例の整理を行うための制定。
生活衛生等関係行政の機能強化のための関係法律の整備に関する法律の施行に伴う関係条例の整理に
関する条例制定
　生活衛生等関係行政の機能強化のための関係法律の整備に関する法律の施行に伴い、関係条例の整理を行う
ための制定。

発議
伊方町議会議員の請負の状況の公表に関する条例制定
　地方自治法の一部改正に伴い、請負の状況の透明性を確保し、もって議会の運営の公正及び事務の執行の適
正を図るための制定。

補正予算
� （単位：千円）

会計名 補正額 補正後

一般会計補正予算（第８号） △ 497,888 11,492,882

国民健康保険特別会計補正予算（第３号）	 事業勘定
	 直営診療施設勘定

△ 180,732
△ 11,439

1,629,066
429,011

学校給食特別会計補正予算（第１号） △ 4,678 30,007

後期高齢者医療保険特別会計補正予算（第３号） △ 1,046 181,052

介護保険特別会計補正予算（第４号）	 保険事業勘定
	 介護サービス事業勘定

△ 17,620
△ 1,663

1,385,216
13,687

公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） △ 27,359 475,248

小規模下水道事業特別会計補正予算（第１号） △ 8,669 92,367

特定地域生活排水処理事業特別会計補正予算（第１号） △ 13,217 59,256

水道事業会計補正予算（第２号）	 収益的支出
	 資本的支出

△ 5,683
△ 54,570

394,583
111,272

耐震シェルターの実物を役場本庁１階ロビーに
展示しています。（一般会計補正予算（第８号））

耐震シェルターとは？
　地震で住宅が倒壊しても居間や寝室などのスペースを守って
くれる装置です。既存の住宅内に設置し、住みながらの工事
や、耐震改修工事に比べて短時間での設置も可能です。

　耐震改修費用（一例）
　①耐震診断（個人負担額は評価手数料の 3,000円）
　②１室のみの改修（対象経費以内かつ上限40万円）
　　工事費用（税抜き）410,000円　　補助金額 400,000円　　個人負担額 10,000円

補助制度を活用すれば、個人負担額＋消費税分の負担で耐震改修が可能。
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当初予算
令和６年度伊方町一般会計及び７特別会計
　町のホームページ及び広報いかた５月号に詳細を掲載。

主な新規又は拡充事業
子育て世帯等の交通費を支援
　対 象 者：①不妊治療を受ける者　②妊娠～産後１年後の者　③未就学児童
　補助上限：20万円 / 年間
奨学金の返還を助成
　対 象 者：町内に引き続き１年以上定住し、就業（求職者含む）している者
　助 成 率：返還金合計額の１/２　上限10万円 / 年（支援期間は最大20年）
住宅新築を目的とした既存建築物除却経費を補助
　補 助 率：対象経費の１/２　上限100万円
高校生の通学等に要する経費を支援
　助成金額：生徒１人あたり月額 5,000円（年額 最大６万円）
実用英語技能検定料の全額を補助
　（見直し内容）・助成対象の拡大（中学生のみ→小学５・６年生を追加）
　　　　　　　・受験回数の拡大（年間１回→２回）※中学生のみ
西宇和農業協同組合の広域選果場整備を補助
　ＡＩ選果システムの導入：家庭選果の選果基準が簡素化され、家庭での選果作業が大幅に削減。
　物流の 2024年問題に対応した出荷システムの導入：ロボットパレタイザーとパレット自動倉庫でパレッ
トごとに製品管理。

主な公共工事
認知症対応型グループホームを整備
　施設概要：２ユニット　 18名　木造２階建て　床面積500㎡程度
　施設位置：伊方町障がい者グループホーム整備地の隣接地

町道湊浦奥線道路改良工事

令和５～６年度施工範囲状況

令和５～６年度施工範囲 令和６年度施工範囲

川永田
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町道宇和海線道路改良工事（３工区）

町道三崎地区内１号線道路新設工事

令和６年度施工範囲状況

令
和
６
年
度
施
工
範
囲

令和５年度施工状況

令和５年度施工範囲

令和６年度施工範囲

塩成
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田村 義孝 議員

木嶋 英幸 議員

質問の全文は
ＱＲコードを
読み込んで、
確認できます

質問の全文は
ＱＲコードを
読み込んで、
確認できます

大
綱
１　
選
挙
公
報
に
つ
い
て

問
　
町
長
選
、
町
議
選
は
、
公
職
選
挙
法
第
一
七
二

条
の
二
に
よ
り
選
挙
公
報
条
例
を
定
め
て
選
挙
公

報
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。

　
選
挙
公
報
は
、
選
挙
の
候
補
者
が
ど
の
よ
う
な
政
見
・

政
策
を
持
ち
、
町
民
の
代
表
と
な
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か

選
挙
民
が
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
当
選
し
た
候

補
者
が
任
期
中
、
そ
の
政
見
に
沿
い
、
政
策
を
実
現
す
る

の
か
検
証
す
る
た
め
の
重
要
な
資
料
に
な
る
。

　
伊
方
町
で
も
条
例
を
定
め
、
発
行
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
公
職
選
挙
法
で
は
、「
選
挙
公
報
」
は
、
選
挙
事

務
を
管
理
す
る
選
挙
管
理
委
員
会
が
、
条
例
の
定

め
に
よ
り
、
選
挙
公
報
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
定

め
ら
れ
て
お
り
、
有
権
者
が
候
補
者
を
知
り
、
公
職
に
就

く
者
を
選
ぶ
上
で
、
重
要
な
情
報
源
の
一
つ
と
認
識
し
て

い
る
。
選
挙
公
報
の
発
行
に
関
す
る
条
例
は
、
県
内
二
〇

市
町
の
う
ち
七
市
二
町
が
制
定
し
、
本
町
を
含
め
四
市
七

町
が
制
定
し
て
い
な
い
。

　
選
挙
公
報
の
発
行
は
、
い
ず
れ
も
告
示
日
か
ら
選
挙
日

ま
で
短
い
こ
と
が
課
題
と
考
え
て
お
り
、
発
行
し
て
い
る

大
綱
１　
進
退
に
つ
い
て

問
　
今
年
一
〇
月
に
二
期
満
了
を
迎
え
る
が
現
時
点

で
の
進
退
を
お
伺
い
す
る
。

　
公
約
を
掲
げ
て
ご
本
人
の
評
価
、
達
成
感
は
ど
の
よ
う

に
思
う
か
。
例
え
ば
、
こ
の
案
件
は
や
り
遂
げ
た
、
こ
れ

は
一
〇
月
ま
で
に
や
れ
る
見
通
し
、
志
半
ば
な
の
で
引
き

続
き
や
る
等
具
体
的
に
答
弁
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

一　般　質　問

⼈　事
伊方町教育委員会委員の任命
　任期満了に伴い、玉里　英一 氏（65）、三崎（新任）の任命に同意。

その他
議会運営委員会の閉会中の継続調査　　　　　　原子力発電対策特別委員会の閉会中の継続調査
議会改革特別委員会の閉会中の継続調査　　　　公共施設環境改善対策特別委員会の閉会中の継続調査
観光事業対策特別委員会の閉会中の継続調査

町
で
も
、
告
示
日
の
翌
日
の
午
前
中
ま
で
に
原
稿
を
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
と
て
も
タ
イ

ト
な
も
の
と
聞
い
て
い
る
。

　
ま
た
、
期
日
前
投
票
の
投
票
率
が
上
昇
傾
向
に
あ
る
中

選
挙
期
間
が
短
い
選
挙
で
は
、
選
挙
公
報
が
配
布
さ
れ
た

こ
と
に
よ
る
投
票
行
動
へ
の
影
響
は
比
較
的
少
な
い
と
考

え
る
町
も
あ
る
。

　
選
挙
公
報
の
発
行
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
の
権
限
で
あ

り
、
同
委
員
会
で
議
論
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
町

と
し
て
は
、
選
挙
公
報
の
発
行
に
は
様
々
な
課
題
が
あ
り

選
挙
管
理
委
員
会
や
議
会
の
皆
様
の
意
向
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
県
内
市
町
の
動
向
を
見
据
え
な
が
ら
、
慎
重
か
つ
適

切
に
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。�

（
町
長
） 
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一　般　質　問

答
　

今
年
一
〇
月
で
二
期
目
が
終
了
す
る
が

議
員
各
位
を
は
じ
め
、
職
員
、
国
、
県
等

関
係
者
の
皆
様
、
そ
し
て
何
よ
り
も
、
町
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
ふ

る
さ
と
伊
方
町
の
舵
取
り
が
で
き
た
こ
と
に
感
謝

を
申
し
上
げ
る
。

　

振
り
返
っ
て
み
る
と
、「
未
来
へ
の
責
任
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
人
口
減
少
対
策
、
少
子
高
齢
化
対

策
、
農
林
漁
業
の
振
興
、
観
光
対
策
、
原
子
力
発

電
所
へ
の
対
応
な
ど
、
山
積
し
て
い
る
様
々
な
課

題
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
取
り
組
む
こ
と
を
掲

げ
、
各
種
施
策
を
推
進
し
て
き
た
。

　

ま
ず
、
人
口
減
少
対
策
に
お
い
て
は
「
人
口
減

少
対
策
重
点
戦
略
」
を
定
め
、「
健
康
長
寿
の
ま
ち
」

「
子
育
て
支
援
の
ま
ち
」「
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
フ
の
ま

ち
」
を
目
標
に
集
落
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
化
に
向

け
た
取
り
組
み
や
町
有
施
設
を
有
効
活
用
す
る
た

め
の
民
間
活
用
提
案
制
度
の
創
設
、
移
住
者
相
談

窓
口
の
開
設
、
一
八
歳
ま
で
の
医
療
費
助
成
の
拡

充
、
給
食
費
半
額
助
成
制
度
の
創
設
な
ど
を
行
っ

た
。

　

農
林
漁
業
の
振
興
は
、
資
機
材
購
入
費
の
一
部

助
成
制
度
の
創
設
や
有
害
鳥
獣
対
策
と
し
て
獣
肉

加
工
処
理
施
設
の
整
備
、
水
産
業
振
興
計
画
の
策

定
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。

　

観
光
対
策
は
、
亀
ヶ
池
温
泉
再
建
を
は
じ
め
佐

田
岬
半
島
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
整
備
や
佐
田
岬
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
を
開
催
し
た
。

　

原
子
力
発
電
所
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
日
頃

か
ら
安
全
運
転
へ
の
指
導
を
行
っ
た
ほ
か
、
万
が

一
、
重
大
事
故
が
起
き
た
場
合
に
備
え
、
防
災
訓

練
の
実
施
や
放
射
線
防
護
施
設
の
整
備
な
ど
を
通

じ
て
住
民
の
安
心
・
安
全
確
保
に
努
め
て
き
た
。

　

こ
の
ほ
か
消
防
署
の
再
編
や
瀬
戸
ア
グ
リ
ト
ピ

ア
宿
泊
棟
の
改
修
、
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
町
の
ス

ポ
ー
ツ
拠
点
施
設
と
し
て
の
活
用
検
討
な
ど
課
題

は
山
積
し
て
い
る
が
、
現
時
点
で
言
え
る
こ
と
は

残
る
数
カ
月
、
全
力
で
町
政
を
運
営
し
て
い
く
の

で
、
引
き
続
き
議
員
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
た
い
。�

（
町
長
）

大
綱
２　
防
災
に
つ
い
て

問
　
年
明
け
早
々
に
能
登
半
島
地
震
が
発
生

し
、
そ
の
直
後
に
は
航
空
機
事
故
が
起

こ
っ
た
。

　
こ
の
地
も
南
海
ト
ラ
フ
が
叫
ば
れ
て
か
ら
数
年

が
経
ち
、
い
つ
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
と

思
わ
れ
る
が
、
町
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
対
策
を

考
え
、
万
が
一
の
時
の
非
常
食
の
点
検
や
防
災
施

設
の
状
況
、
訓
練
等
を
や
っ
て
い
る
の
か
。

答
　

非
常
食
の
点
検
は
、
大
規
模
災
害
に
備

え
、
町
内
全
住
民
の
三
食
三
日
分
の
食
料

や
飲
料
水
を
備
蓄
。
ま
た
賞
味
期
限
前
に
、
防
災

訓
練
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
、
試
食
を
兼
ね
て
町
民

の
皆
様
に
配
布
し
、
毎
年
不
足
分
を
買
い
足
し
て

い
く
、
循
環
型
の
取
り
組
み
を
継
続
。

　

防
災
施
設
に
つ
い
て
は
、
体
育
館
や
公
民
館
な

ど
の
公
共
施
設
四
六
カ
所
を
「
指
定
避
難
所
」
と

し
て
、
ま
た
各
地
区
の
集
会
所
を
「
自
主
避
難
所
」

と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
ほ
か
、
放
射
線
防
護
施

設
を
町
内
一
二
カ
所
に
整
備
。

　

防
災
訓
練
に
つ
い
て
は
、
毎
年
九
月
に
各
地
区

の
自
主
防
災
が
行
う
高
台
へ
の
避
難
訓
練
を
行
っ

て
い
る
ほ
か
、
原
子
力
防
災
訓
練
を
通
じ
て
住
民

の
円
滑
な
避
難
体
制
の
構
築
に
努
め
て
い
る
。

　

来
年
度
の
事
業
、
能
登
半
島
地
震
を
踏
ま
え
た

今
後
の
災
害
対
策
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
ま
ず
、

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
や
空
き
家
解
体
支
援
と
し

て
、
補
助
率
の
か
さ
上
げ
や
予
算
枠
を
拡
充
す
る

ほ
か
、
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
も
大
幅
に
予
算
枠
を
拡

充
し
、
庁
舎
内
に
そ
の
見
本
を
展
示
し
て
、
普
及

に
努
め
る
。

　

ま
た
、
簡
易
ト
イ
レ
や
給
水
タ
ン
ク
、
非
常
用

飲
料
水
袋
等
を
整
備
す
る
ほ
か
、
家
庭
用
冷
凍
庫

や
発
電
機
・
蓄
電
池
を
購
入
す
る
際
の
補
助
制
度

を
創
設
。
夜
間
の
避
難
環
境
を
整
備
す
る
た
め
の

支
援
。
最
後
に
、
災
害
対
策
基
金
の
使
途
範
囲
の

拡
充
や
南
海
ト
ラ
フ
地
震
発
生
に
備
え
る
た
め
、

町
の
「
事
前
復
興
計
画
」
を
住
民
の
皆
様
と
共
に

考
え
、
来
年
度
か
ら
策
定
す
る
。

　

今
後
も
「
防
災
対
策
に
終
わ
り
な
し
」
と
い
う

意
識
の
も
と
、
半
島
防
災
に
必
要
な
ニ
ー
ズ
を
的

確
に
把
握
し
な
が
ら
、
住
民
の
安
心
・
安
全
の
確

保
に
努
め
て
い
き
た
い
。　

�

（
町
長
）
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　　　現　地　視　察　【３月定例会終了後】

大
綱
３　
職
場
環
境
に
つ
い
て

問
　
近
年
、
役
場
職
員
の
定
年
前
退
職
が
複
数
名
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
が
現
状
は
。
　

　
何
故
こ
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
た
の
か
、
話
し
合
っ
た
り

改
善
策
を
講
じ
た
り
し
た
か
。
し
た
と
し
た
ら
具
体
的
に
ど

う
い
う
風
に
し
た
か
。
退
職
者
に
対
し
て
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
等

し
て
い
る
か
。

答
　

職
員
の
定
年
前
退
職
、
自
己
都
合
退
職
の
状
況

は
、
令
和
元
年
度
三
名
、
二
年
度
一
〇
名
、
三
年
度

五
名
、
四
年
度
四
名
、
今
年
度
は
一
七
名
。
今
年
度
の
理
由

と
し
て
推
測
さ
れ
る
内
訳
は
、「
転
職
」
が
八
名
、「
家
庭
の

事
情
」
が
六
名
、「
健
康
上
の
理
由
」
が
三
名
。
コ
ロ
ナ
禍

が
明
け
、
全
国
的
に
人
手
不
足
の
中
、
企
業
の
賃
上
げ
が
進

み
、
条
件
の
良
い
都
市
部
へ
転
出
す
る
動
き
も
出
て
い
る
。

　

町
で
は
月
一
回
、
理
事
者
と
各
課
長
で
構
成
す
る
「
庁

議
」
を
開
催
し
協
議
し
て
い
る
ほ
か
理
事
者
へ
直
接
の
「
相

談
メ
ー
ル
」
を
開
設
。
今
年
度
か
ら
は
「
御
意
見
箱
」
を
設

置
す
る
な
ど
、
気
軽
に
相
談
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て

い
る
。
ま
た
若
手
職
員
と
理
事
者
と
の
懇
談
会
を
開
催
す
る

な
ど
、
で
き
得
る
限
り
の
対
策
を
講
じ
て
い
る
。
加
え
て
令

和
六
年
度
か
ら
は
専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
訪
問
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に

努
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
最
後
に
、「
退
職
者
に
対
す
る

ア
フ
タ
ー
ケ
ア
」
は
、
必
要
な
用
件
以
外
は
行
っ
て
い
な
い
。

�

（
副
町
長
）

一　般　質　問

　３月12日、本会議終了後、委員会協議会合同によります、現地調査を実施いたしました。

「伊方町ラボ」（コールセンター）
（旧水ヶ浦小学校校舎）

障がい者グループホーム「陽だまり伊方」

障がい者グループホーム「陽だまり伊方」施設概要

構　造 延床面積 利用定員 内　　容

木造平屋建 299.57㎡ 男　  5人
女　  5人
計　10人

利用者個室 10
交流スペース ２
キッチンダイニング ２
便所 ４

脱衣室 ２
浴室 ２
管理室 １
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委員会（協議会）報告

議長の動き（主な内容）

月　日 委員会（協議会） 概　　要
２月５日 議 会 運 営 委 員 会 １.第62回臨時会の運営について

２月９日
議 員 全 員 協 議 会

１.瀬戸球場の貸付について 
２.条例の制定等について 
３.�茅トンネル他照明設備更新工事請負契約の変更締結につ
いて 

４.�町道宇和海線道路改良工事（６工区）請負契約の変更締
結について

５.�四ツ浜（川之浜）漁港防波堤改良工事請負契約の変更締
結について

原子力発電対策特別委員会 １.能登半島地震を受けての四国電力の対応状況について
議 会 改 革 特 別 委 員 会 １.議員のなり手不足への対応について

２月20日 議 会 運 営 委 員 会 １.第76回定例会の運営について

２月27日 議 員 全 員 協 議 会

１.条例の制定等について 
２.八幡浜地区施設事務組合消防事業の負担割合について 
３.能登半島地震を踏まえた今後の災害対策について 
４.顔認証技術を活用した買い物支援について
５.奨学資金返還支援制度について 
６.伊方町中期財政見通しについて 
７.伊方町保育所統廃合検討委員会提言書について 
８.�伊方町第９期介護保険事業計画・高齢者保健福祉計画に
ついて 

９.伊方町立中学校の部活動について 
10.繰越明許費について 
11.令和５年度伊方町一般会計補正予算（第８号）概要 
12.令和６年度伊方町一般会計当初予算（案）の概要について

３月８日 総 務 文 教 厚 生 常 任 委 員 会
産 業 建 設 常 任 委 員 会 １.令和６年度各会計予算審議（合同委員会）

３月12日

観 光 事 業 対 策 特 別 委 員 会 １.�一般社団法人佐田岬観光公社会計に関する調査報告につ
いて

公共施設環境改善対策特別委員会 １.公共施設環境改善対策について
総務文教厚生常任委員会協議会
産業建設常任委員会協議会 １.現地視察（合同）

３月19日 観 光 事 業 対 策 特 別 委 員 会 １.�一般社団法人佐田岬観光公社会計に関する調査報告につ
いて

２月１日 佐田岬亀ヶ池温泉グランドオープンセレモニー

２日 少年式

４日 町成人講座

５日 能登半島派遣職員出発式

７日 行政と商工会役職員との懇談会

19日 県町村議会議長会第75回定期総会（松山市）
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６月号
Vol.76

２月22日 第２回花橘を守る会・三崎高等学校教育振興会第２回理事会

25日 町生涯学習推進大会

26日 県過疎地域協議会定期総会（松山市）
県後期高齢者医療広域連合議会第１回定例会（松山市）

３月１日 各高等学校卒業式

15日 各中学校卒業式

17日 消防出初式

18日 能登半島派遣職員出発式

19日 八幡浜地区施設事務組合議会定例会（八幡浜市）※

21日 八幡浜・大洲地区広域市町村圏組合議会定例会（大洲市）

22日 各小学校卒業式
伊方原子力発電所環境安全管理委員会（松山市）

25日 障がい者グループホーム「陽だまり伊方」開館式

28日 町環境監視委員会

４月８日 各小中学校入学式

９日 各高等学校入学式

11日 「伊方ラボ」（コールセンター）開所式

16日 県町村議会議長会第１回全員協議会（砥部町）

※�令和６年度八幡浜地区施設事務組合消防事業特別会計予算には
「伊方署（仮）建設実施設計等委託料」が盛り込まれています。

　　建設候補地：川永田
　　　　　　　　（地域振興センター下の町民グランド入口）

令和６年４月 11日
「伊方ラボ」（コールセンター）開所式


	01
	02
	03
	04
	05
	06
	07
	08
	09
	10

